
光触媒のもう一つの反応は、光誘起超親水化です。親水化とは、ガラスなどの材料表面に水がよくな
じむ現象です。多くの材料では、水を落とすと水がはじかれて水滴になります。水滴がたくさんついて
いるとガラスなどの材料は曇って見えます。

しかし、酸化チタンをコーティングした材料に紫外線をあて、水を落としてみると、水は水滴にならずに
ほぼ完全に広がっていきます。つまり、水滴が付かず、曇らなくなります。
また、水が広がる過程で汚れも流してしまうので、汚れにくく曇らないガラスやミラーを作ることができ
ます。
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Column : 健康医療技術としての光触媒

光触媒は、生活空間や病院に存在するさま
ざまなバクテリアやウイルスを分解・死滅さ
せるほか、シックハウス症候群などの原因と
なるホルムアルデヒドなどの化学物質や、環
境ホルモンなど物質を分解・浄化することが
でき、健康環境維持に大変役立ちます。

また、光触媒による腫瘍の治療の試みも行
われています。腫瘍に酸化チタン粉末を打ち
込み、その部分に光ファイバーなどを用いて
光を照射すれば、腫瘍が死滅していくことが
確認されています。
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